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「学生服リユ－スshopさくらや」について







わたしたちについて・やりたいこと

行政

産業
大学

・研究機関

多様な想い・得意を持った人を繋
ぐことで、持続可能なまちの未来
を主体的につくる共創を有機的に
生み出していく活動を実験・実行
していきたいです。

そのための
経験・知識、
多様な人を繋ぐためのツール、
を「チーム」として持っています。

無関心・
「誰か」がつくるまち

関心・
「わたし」がつくるまち

市民・NPO



チームFメンバー

代表
木村麻紀

ジャーナリスト・
サステナビリティ
ライティング

副代表
外川綾音

共創・成人教育・
北欧
ワークショップデ
ザイン

監事
瀧田信之

人権・NPO・
SDGs

コーヒー、心理カ
ウンセラー

デザイン担当
山中結夏子

デザイナー
グラフィックデザ
イン・制作

写真担当
坂本慶子

フォトグラファー・
アーティスト
写真

藤沢市主催「未来共創セッション」（2023年度）で出会った有志メンバーで構成



日ごろの活動

ゴミ拾い後にコーヒーを飲みながら情報交換して地域の友だちをつくる「Clean up and Coffee 

Club 湘南藤沢」を開催しているほか、「服と本の交換会」や「世界で一つのマイバッグづく
り」などを通じて人とモノ、人と人とのつながりの「めぐりあい」を大切にしています。

CCC湘南藤沢ではコーヒーを媒介に初対面で
もすぐに打ち解けた雰囲気に

江の島で開催したマイバッグ
ぐくりワークショップ

湘南T-siteで開催されたクリス
マスマーケットでの服と本の交
換会



2026年1月31日（土）

子どものための交換会＆ランドセル譲渡会
@辻堂東海岸市民の家



子どものための交換会＆ランドセル譲渡会の様子



子どものための交換会＆ランドセル譲渡会の様子



SDGsとの関わり



子どものための交換会＆ランドセル譲渡会 その後

「子どものための交換会」で集まった子ども向けの絵本や漫画、本の一部を藤
沢市川名エリアで放課後の子どもの居場所を運営する「nico川名」さんに寄贈
しました。



地域の中で「循環」をつくる意義

―輸送等に伴う環境負荷を最小化できる

―地域のつながり促進、雇用創出

―リユース品、収益の使い方による波及効果

☞地域内共助のインフラへ



これからどうする？

徐々に規模を大きくして、まちぐるみの循環イベントに繋げたい!!



どうもありがとうございました！

ふじさわで「循環」の輪をご一緒につくりませんか？
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